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｢ ６回目の年男 猪 」         Ｈ３１年１月吉日 岩本 博之 
 

『還暦』６０才を迎えた時には感慨深いものを憶えましたが、喜寿に向かって歩みだす現在は「健康」に感謝する

ばかりで改まった感慨はなく、「老後」と言う言葉すら忘れるような環境に置かれています。今でこそ生涯現役と 

自覚していますが猪突猛進の２５～６５才時代の覇気は薄れ、かと言って守勢にはまだまだ縁遠い事だと感じて 

います。2005 年に本社工場(1600 坪)より大きい倉部工場(2000 坪)を取得し、2012 年には同規模の隣接地を入手。

その間の自転車操業は変わらず、設備更新は途切らす事無く継続しております。最新鋭のマシン導入に腐心  

すると共に、その稼働率を高める事の手段として社員教育＝定着率の向上・技能士資格の取得・・・などなど。 

世情は世界的政治(＆気候変動 飢餓 難民)の混乱で経済にも大きな影響が出ています。世界のバランスを  

考えずポピュリズムを裏付けにした自国さえ良ければ良い、或いは中国やロシアの強権(暗黒)政治。爆発寸前の  

「膿み」が沁み出すと世界が大混乱に陥ります。現在はまだまだ小混乱の状態を保っていますが、トランプ政権に

よる非常識さ(正にガラガラポン)から正常化に至る事は自明の理でしょう。その後は順次、プーチン政権の終焉や

習近平の一党独裁の崩壊と続きます。最も怖いのは雪崩現象的にこれらの事が同時発生すると大恐慌になり  

ます。国民の無知なる故の独裁国家は流れ現象的に順次消滅していきますが、教育が浸透すればそれが国力と

なり国は栄えます。日本の黎明期である江戸末期から明治にかけての文明開化の根底は「寺小屋」の存在で  

あり、当時その識字率は世界一です。教育＝知性(優しい豊かな心)。日本民族の知恵は、アレンジ力に特に優れ

ています。元々文化・工芸は中国や韓国から導入されています。中国から漢字が入ってきてしばらくすると、漢語

に相当する和語を求め、それを訓として漢語にあてることを徹底して追求。そして音を表記する仮名を作りだし、 

それを漢字と混じり合わせて用いることで、世界で唯一の表意文字・表音文字の双方を活用する文字表現文化を

生み出し、漢語の世界と和語の世界が混淆した独自の言語世界を生み出しました。本来は僧侶・学者・官僚など 

一部のインテリのものであった漢語の知識（外来の知識）は、仮名と訓を通じて一般の人々に共通な和語の知識

（土着の知識）に浸透していくことを可能とし、同じように漢字・漢語を受容した韓国やベトナムとはまったく異なって

います。漢語を和語の世界が包み込むようにして取り入れ、土着の価値世界を犠牲にすることなく、むしろ相互に

浸透し合いながら受容し、従来からの日本的なものと両立・並行させていくことを可能にしていったのです。この 

ような独自の文化ミスクチャーの方法をもった文化は日本だけです。日本がアジア諸国のなかでいち早く西欧化を

遂げていったのも、日本人本来のイデオロギーを損なうことなく外来思想を巧みに消化してきたのです。農林漁業

や製造業 ＆ サービス業 ＆ IT 関連 これらがバランス良く就業されれば国の繁栄は保証されます。 

会長職に就き７年目を迎えてマネージメントは社長に全権委任しておりますが、昨年末からは自社製品    

切削液自動混合供給装置 『楽～ラント』の責任者として販売強化に乗り出しました。自ら手を挙げた意欲的な社員

17 名（内女性 6 名）で「開発、販売促進チーム」を結成、12 月 17 日にキックオフ会議を開催しました。私自身が   

出来る事は大局的な指針を出し、細部に関してはこのチームによる活発なアイデアや意見を取り上げる事です。

昨年春ごろには１社(金沢市)で２台、年末には１社(滋賀県)３台と好評を得ています。当面の課題は全国の    

ユーザーへのアピール度を如何に広めるか・・です。製品を広く知らしめる・理解していただく、は人間関係も同じ

です。先ずは知っていただく、どんなに優れた製品でも新聞やメディアを通じてアピールしなければ埋もれて   

しまいます。人との繋がりも自分を知って貰う為に“挨拶〟が大切なように魅力ある人間性であれば話題の端緒に

共通点を見出し話題に花が咲き親しくなれるでしょう。現代ではホームページ・フェイスブック発信などのインター

ネットツールも有ります。 

「終活」という言葉が身近になり避けて通れませんが、「立つ鳥跡を濁さず」を心掛けて行きます。    

「 ♫ 人生それぞれ ♪・・∞」 私的＆社会的にもロマンを持ち続けて。 
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勤続１０年  西畑 さん(右) 

勤続１０年  横川 さん(左) 

  

おめでとうございます 

これからも社内技術の向上にむけて指導をお願いします 

 

技能検定の推進（社内教育）や 

技術向上に努めた事に対し、 

篠嶋部長が表彰を受けました。 

12月3日 本社第三工場に導入されました。 

仕上げ加工をメインとして高精度加工を実現し、2 面ﾊﾟﾚｯﾄﾁｪﾝｼﾞｬｰ 

装備で量産品から試作品まで効率よく対応出来ます。 
 
更なる生産業務の向上を行なっていきます。 

 

 

DDMMGG 森森精精機機㈱㈱  製製    
立立型型ママシシニニンンググセセンンタタ  NNVVXX55110000  

求人専用ホームページが出来ました！！ 
  
先輩達の声＆求人情報＆社内行事を随時更新していきますので、 

チェックしてみてくださいね。 https://iwmt-kg.com/ 

もうすぐママに 

なりま～す❤ 

二児の 

ママで～す❤ 

石川県職業能力開発協会 様 石川県鉄工機電協会 様 

永年勤続表彰 技能功労賞 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集後記 : 昨シーズンの冬は大雪の為に通勤や雪かき等大変でした。今シーズンは暖冬の 

予報ではありますが、備えあれば憂いなしとも言いますし、道具の準備はしておきましょう。

また大雪時高速道と一部国道でチェーン装着をしないと通行出来ない区間も設置されました

（石川県では高速、8 号線共に福井県との県境です）。冬は普段より早めに通勤するなど 

ゆとりを持った通勤を心がけ無事故無違反でお願いします。           M.M 

１１月１０日 

第一係 中尾 

おめでとうございます！次回は更に上の級を目指して頑張りましょう！ 

１１月３０日～１２月１日 

粟津温泉 『旅亭懐石 のとや』 

総勢 72 名の例年通り賑やかな忘年会となり、温泉・料理・お酒に大満足！ 

二次会、三次会・・・と続き深夜まで盛り上がりました。 

１１月１１日 

毎年恒例の大運動会に参加させて 

頂きました。今年は粟津工場８０ 

周年記念でダンディ坂野さんも  

来場！参加した緑団は総合４位だっ

たので、来年はもっと上位目指して

頑張ります。参加された皆さん、  

お疲れ様でした。 

越本  さん 

 
 

吉田  さん ３級 

３級 

今回出場の皆さん 

みんなで乾杯～ 盛り上がる男性陣 
左から伸びる手は誰でしょう！？ 

ほろ酔い気分の元気な女性たち！ 
押され気味？の社長＆ご機嫌な会長 

嶋田係長より 

熱い思いを込めた中締め 

３次会でステーキ丼完食 

   若手社員の食欲半端ないって！！ 

 

名古屋吹上ホールにて開催されたスガツネ工業様の新製品発表会に参加させて頂きま

した。スガツネ工業では主に金物やガラス等のインテリア関係の設計、製造を行っており、

その場面ごとに合った部品を選定することに力を入れていました。見学中に気になる製品

があり、１つ目は最大許容荷重 6.8t まで耐えられる往復移動の可能なレールです。航空、

鉄道、物流、医療などの多方面で活躍しており高荷重に耐えられる為、重ねることで   

ラック棚としても使用出来、スペースの有効化に繋がる製品と感じました。２つ目は  

ダーコキャスターという製品です。超始動性、超重量、超寿命を売りにした製品となって

います。1 輪あたりの最大重量は 4.5t で耐磨耗性にも優れており、散らばったガラスや   

金属片の上でも刺さりにくい造りのキャスターです。実際に製品を貸していただき使用 

しましたが、500 キロの重りを載せた状態で走行しても楽々操作出来ました。他のキャス

ターと違い素材の抵抗力が強く、床との設置面積を減らすことで転がりやすさをあげて 

いるそうです。高荷重にも耐えられるので今までフォークリフトで運搬していた物を台車

に変更し、事故の防止、維持経費の削減に役立ちそうだと感じました。 

今回、価値のある発表会に参加させていただきありがとうございました。 

 


